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訓
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罎
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図
潤
罰
重
剛

合併時の計画

はご破算
　
　
　
　
　
　
　
　
基
本
方

　
十
日
酊
市
の
新
南
建
設
審
議
会
は
七
日
市
役
所
で

開
き
、
昭
和
三
四
年
度
か
ら
始
め
る
新
市
建
設
総
合

五
力
年
計
画
の
基
本
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
A
屏
－
市
制
施
行
に
際
し
策
定
し
た

合
併
五
力
年
計
画
を
ご
破
算
に
し
て
、
改
め
て
実
態

調
査
を
行
っ
た
う
え
で
Ψ
案
す
る
こ
と
に
な
う
て
い

ま
す
．
決
定
し
た
基
本
方
針
は
行
財
政
機
構
の
徹
底

的
改
善
、
生
産
性
の
向
上
、
各
種
産
業
の
発
展
な
ど
に
重
点
を
お
い
て

い
ま
す
。基

本
方
針

一
、
新
市
建
設
五
ヵ
年
計
画
は
従
来

の
合
併
五
ヵ
年
計
画
を
一
応
ご
破
算

に
し
、
新
市
の
窒
ハ
態
調
査
の
結
果
、

将
来
へ
の
毘
通
し
を
つ
け
た
昭
和
三

・
十
八
年
度
ま
で
の
総
合
五
ヵ
年
計
圃

と
す
る
。

二
、
合
併
し
た
各
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
開
発
に
よ
っ
て
生
産
性
の
向
上

を
は
か
り
、
市
民
の
所
得
、
生
活
、

交
化
の
水
準
を
高
め
る
総
合
的
な
開

針
決
る

発
計
画
と
す
る
。

三
、
市
の
中
心
部
と
周
辺
部
、
商
工

榮
と
農
村
部
と
の
発
展
に
調
和
の
と

れ
た
全
地
域
的
な
経
営
計
画
と
す

る
．

四
、
合
併
に
よ
り
統
合
さ
れ
た
行
財

政
の
能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う

な
堅
実
な
実
行
計
画
と
す
る
．

さ
ら
に
計
画
を
樹
立
す
る
。
順
序
と
．

し
て
①
全
地
域
に
わ
た
っ
て
基
礎
調

一査
を
行
う
。

②
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
土
地
の

利
用
、
土
木
、
交
通
、
教
育
施
設
改

善
の
十
ヵ
年
基
本
計
圃
を
作
成
す

る
。

③
更
に
こ
れ
が
五
ヵ
年
の
年
度
別
実

施
蹴
圃
を
つ
く
る
．

実
施
計
画

こ
の
計
圃
は
と
く
に

イ
、
市
扇
務
機
構
の
改
善
と
、
能
率

　
の
増
進
、
各
出
張
所
を
廃
し
連
絡

　
程
度
の
駐
在
所
を
お
き
、
住
民
の

一
　
サ
！
ビ
ス
向
上
を
図
る
。

蔦
行
政
馨
節
約
し
・
径
才

一
　
　
　
　
　
く

　
出
総
額
の
二
五
ノ
ー
セ
ン
ト
で

　
あ
る
投
資
的
経
費
を
三
〇
バ
】
セ

　
ン
ト
以
上
に
高
め
る
。

ハ
、
そ
の
ほ
か
主
産
糞
の
育
成
振
興

一
　
道
路
、
橋
な
ど
市
民
と
産
業
に
密

　
接
の
つ
な
が
り
の
あ
る
事
業
を
重

　
点
的
に
行
う
。

漂
す
の
で
、
私
毯
霞
の
男

譲
け
段
鏡
も
む
づ
か
し
く
な

・
り
ま
す
．
す
で
に
建
設
審
議
会
の
亭

一
務
局
を
委
員
会
に
設
け
、
ま
す
基
礎

聾
に
全
力
差
逡
曹
喬

｝　審
議
会
は
総
務
部
会
、
建
設
部
会

…
経
済
部
会
に
分
れ
て
各
部
門
に
属
す

一
る
こ
と
を
審
議
し
て
い
く
こ
と
に
な

㎜
り
ま
し
た
。

一一
な
お
審
議
会
の
委
員
の
方
々
は
次
の

　
乏
お
り
で
す
。
（
◎
印
は
部
長
）

㎜
【
総
務
部
会
】

一
◎
竹
内
頁
坂
田
領
　
福
崎
善
衛
門

一
近
藤
雄
四
郎
　
小
川
勝
次
郎
　
小
川

イ
ツ
　
宮
内
喜
平
　
塩
川
好
司
　
菅

村
吉
治
霜
垣
弘
反

総
花
主
義
を
排
し

　
　
　
堅
実
な
計
画
樹
立
に
適
進

そ
こ
で
、
現
任
数
多
く
あ
る
技
能
者

養
成
機
関
を
一
本
に
ま
と
め
、
総
合

的
な
、
職
藁
訓
練
制
度
を
作
り
あ
げ

よ
う
と
い
う
事
が
大
き
な
ね
ら
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。

一
二
解
徽
醜
贈
鯖
難
繍

　
な
ど
の
ほ
か
、
経
済
団
体
、
農
業

証
体
等
舞
量
讐
肇
で

　
に
実
現
す
る
．

以
上
の
こ
と
が
盛
り
こ
む
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
建
設
計
画
は
全
市
民
全
体
の

身
近
か
な
生
活
か
ら
国
、
県
に
属
す

る
あ
ら
ゆ
る
意
味
の
総
合
計
画
と
な

　
§
合
暫
》
●

【
建
設
部
会
】

◎
樋
口
政
太
郎
山
口
孝
一
　
大
島

昭
二
　
山
口
秀
二
　
風
間
女
五
郎

生
越
正
男
樋
口
惣
一
郎
岩
田
好

雄
太
田
義
弘
小
海
隆
三
郎

【
経
済
部
会
】

◎
庭
野
清
平
　
島
田
善
作
菅
村
新

蔵
柳
宗
平
小
島
渚
三
石
坂
正

隆
保
坂
真
平
保
坂
舗
吉
中
林

三
男
三
郎
樋
口
清

ロ
ロ
じ
じ
ロ
ロ
ヂ
し
ロ
　
ロ
ロ
ロ
フ
じ
　
じ
じ
じ
　
ロ
パ
ロ
　
じ
り
　

華
や
か

ロ
ィ
じ
し
　
　
じ
リ
ロ
パ
マ
ロ
コ
　
し
ロ
し
の
グ
ロ
ロ
ロ
い
し
し
タ
げ
じ

な
幕
開
く

働
隔
巳
角
プ
0
．
巴
ー
し
巳
■
’
巴
噂
．
■
■
■
ー
ノ
0
ー
噂
馬
巳
q
喚
’
■
・
ー
9
・
し
璽
F
l
．
曹
1
璽

　
商
工
会
議
所
主
催
の
恒
例
の
商
工

ま
つ
り
が
本
圧
も
十
三
日
－
十
六
日

ま
で
盛
沢
山
の
行
事
を
も
っ
て
行
な

わ
れ
る
事
に
き
ま
り
ま
し
た
．

＋
三
日

★
チ
ン
ド
ン
ヤ
・
コ
ン
ク
ー
ル

　
午
前
十
時
（
市
内
大
通
り
）

練
」
が
あ
り
ま
す
。

　
策
二
に
、
今
ま
で
労
働
基
準
局
で

販
扱
っ
て
い
ま
し
た
技
能
者
養
成
制

度
で
す
が
、
こ
れ
は
「
認
定
職
業
訓

練
」
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
、
申
請

　
　
　
　
　
　
　
　
』
ー
プ
．
噂

一
★
県
下
柔
道
大
会
　
午
後
一
時
（
十

一
日
町
中
学
校
）

下
四
日

｝
★
阿
波
お
ど
り
　
午
後
七
時
（
愛
宕

ハ

　
保
育
園
出
発
）

一
★
ま
る
せ
ん
の
民
謡
流
し
　
午
後
七

｝［
時
（
市
役
所
出
発
）

、
十
誕
日

★
県
ド
四
大
民
謡
競
演
会
　
午
後
一

　
時
（
市
内
大
通
り
）
　
午
後
七
時

”
　
　
　
…
　
今
ま
で
「
補
導
所
と

㎜
説
㎜
い
う
名
称
で
親
し
ま

㎜
解
㎜
れ
て
き
た
、
公
共
職

イ
　
　
　
“
　
業
補
導
所
も
、
職
業

訓
練
法
の
制
定
に
よ
っ
て
七
月
一
日

か
ら
「
職
業
訓
練
所
」
に
名
称
を
変

え
て
新
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
．
以
下
職
業
訓
練
法
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
し
て
み
ま
し
5
う
。

◎
職
業
訓
練
法
は

な
ぜ
作
ら
れ
た
か

最
近
産
業
界
の
技
術
革
新
は
す
ば
ら

し
い
テ
ン
ボ
で
進
ん
で
お
り
、
こ
れ

に
対
応
で
き
る
技
能
者
や
技
術
者
の

養
成
が
強
く
さ
け
ば
れ
て
い
ま
す
．

技
術
者
を
育
て
産
業
界
に
送

り
出
す
”
職
業
訓
練
所
”

◎
法
の
目
的
と
す

る
と
こ
ろ
は

　
篤
一
に
、
今
ま
で
補
導
所
で
技
能

者
を
訓
練
し
て
き
た
よ
う
な
形
で
、

技
能
者
を
養
成
す
る
「
公
共
職
業
訓

に
よ
り
県
が
認
定
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
。

　
第
三
に
「
技
能
検
定
」
が
新
し
く

塞
弛
さ
れ
、
合
格
者
に
は
合
格
証
書

と
技
能
士
の
名
称
が
与
え
ら
れ
る
事

に
な
り
ま
し
た
．

　
（
十
日
町
小
学
校
）

★
納
涼
こ
ど
も
相
撲
大
会
　
午
後
三

　
時
半
（
四
ッ
宮
公
園
）

十
幽
ハ
日

★
市
民
水
泳
大
会
午
後
十
時
（
市

営
ブ
ー
ル
）

　
そ
の
他
企
業
に
於
け
る
職
長
や
指

導
員
等
従
策
員
の
指
導
監
督
に
当
る

人
汝
に
対
す
る
職
藁
訓
練
指
導
員

（
先
生
）
の
免
許
の
間
題
等
が
種
々

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
、

◎
技
能
検
定
の
内
容

　
職
業
訓
練
を
終
了
し
た
者
及
び
一

定
の
経
験
や
資
格
の
あ
る
者
に
受
験

の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
検
定
は
実
技
検
定
と
学
科
試
験
が

あ
り
、
一
級
と
二
級
の
技
能
士
に
別

れ
て
お
り
ま
す
が
、
実
施
は
来
年
か

ら
に
な
る
模
様
で
す
．

★
こ
ど
も
相
撲
横
綱
決
定
戦
午
後

　
三
時
半
（
四
ッ
宮
公
園
）

★
阿
波
お
ど
り
　
午
後
一
時
ー
午
後

　
山
ハ
時
（
鍼
婆
石
保
育
一
園
出
発
）

そ
の
他
期
間
中
は
、
四
ッ
宮
公
園
で

農
機
具
大
展
示
即
売
会
、
織
物
組
合

脇
で
家
庭
電
化
ま
つ
り
が
行
な
わ
れ

ま
す
．

農
地
の
売
買
増
え
る

　
　
　
　
　
無
断
移
転
は
違
法

農
地
は
、
農
地
法
に
ょ
っ
て
耕
作
者

促
進
し
、
権
利
を
保
護
レ
農
業
上
の

み
す
か
ら
所
有
す
る
こ
と
が
最
も
適
一
利
用
関
係
を
調
整
し
て
、
耕
作
者
の

当
で
あ
る
と
認
め
て
、
そ
の
取
得
を

舞列鵜転理由別件・おk
地匿剖榊湯転申請件教
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六
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剛

　
　
　
　
日
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〆
O

　
　
タ
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過
タ
ー

　
　
　
坤
　
9
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聖
郵
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貨

　
　
療
　
　
％
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巴
　
8

　
肱
　
　
　
9

ゼ
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7難、116．1

地匿別潰寵申請件数
地
位
の
安
定
と
農
業
牛
産
力
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
従
っ
て
農
地
を
耕
作
者
か
ら
守

る
た
め
に
、
緬
制
し
て
農
地
を
移
動

す
る
場
合
に
は
必
す
県
知
事
の
許
可

を
と
ら
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。

許
司
を
と
ら
な
い
で
勝
手
に
農
地
を

売
買
し
た
り
潰
廃
す
る
こ
と
は
、
そ

19。7箔

　川　省

28、3協

の
こ
と
が
無
効
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
農
地
法
に
よ
っ
て
罰
則
を
適
用

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
に
許

可
を
必
要
と
す
る
も
の
を
あ
げ
る
と

一
、
農
地
を
農
地
と
し
て
売
買
す
る

場
合
（
農
地
法
第
二
条
）

二
、
農
地
を
自
分
で
農
地
以
外
に
す

る
場
合
（
農
端
法
第
四
条
）

三
・
農
地
を
他
八
に
売
っ
て
農
地
以

外
に
す
る
場
合
（
農
地
法
第
五
条
）

四
、
農
地
を
他
人
に
貸
し
た
り
、
返

し
た
り
す
る
場
合
（
農
地
法
第
二
十

条
）こ

の
中
で
農
地
を
．
賢
っ
て
、
塚
を
建

て
ら
れ
る
場
合
は
特
に
注
意
し
て
早

目
に
手
続
を
と
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。農

業
委
員
会
は

よ
き
相
談
役

そ
の
他
、
農
地
関
係
の
こ
と
で
の

・
相
談
は
農
藁
委
員
会
に
お
出
下
さ

い
。
次
の
表
は
今
年
一
月
か
ら
六
月

ま
で
の
間
に
申
請
さ
れ
た
も
の
を
地

区
別
、
理
由
別
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
一
．
“
師
髄
”
”
・
ζ
馳
四
一
鱒
一
”
”
”
罷
韓
Z
一
り
凹
”
鞠
．

　
一

　
皿

　
＝

家の方へ
｝
曲
辰

瀧
文
・
宇
都
宮
二
肚

　
　
　
　
通
産
大
臣
よ
り
表
彰

多
年
二
社
に
於
い
て
は
工
業
統
計

調
査
に
生
産
動
態
調
査
に
社
の
実
績

を
正
し
く
申
告
し
、
正
し
い
続
計
作

成
に
非
常
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
多

々
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
通
産
大
臣
よ
り
表
彰
状

が
送
ら
れ
て
参
り
ま
し
た
の
で
、
市

一
〇
農
地
の
権
利
移
動
総
件
数
　
二
二

一五
件
▽
自
作
地
の
売
買
　
一
六
二
件

慕
作
地
費
五
九
件
▽
贈
茜

砕［②
農
地
の
転
用
申
請
件
数
は
｝
二
七

件
、
七
、
六
〇
〇
坪

　
　
中
一
兀
特
別
保

　
　
証
融
資

　
県
信
用
保
証
協
会
で

は
本
年
も
中
小
企
業
者

の
お
盆
資
金
円
滑
化
の

た、

め
、
中
元
特
別
保
証

資
金
を
実
施
す
る
こ
と

に
数
し
ま
し
た
の
で
、

御
希
望
の
方
は
お
申
込

み
下
さ
い
．
大
要
は
次

で
は
こ
の
表
彰
を
記
念
し
て
記
念
品

を
贈
り
、
よ
り
ょ
い
続
計
の
発
展
に

さ
ら
に
研
究
と
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
し
た
。

【
写
真
は
市
長
よ
り
記
念
品
を
受
け

る
滝
交
さ
ん
】

し
商
工
中
金
は
現
任
額
二
十
万
以

内②
期
間

三
ヵ
月
以
内
、
但
し
特
別
事
情
あ

る
と
き
は
六
ヵ
月
以
内

③
利
率

各
金
融
機
関
の
貸
付
利
率
に
ょ
る

④
保
証
人

一
名
以
上
、
但
し
協
会
が
必
要
と

認
め
た
と
き
は
二
名
以
上
を
要
し

担
保
差
入
れ
の
場
合
は
保
証
人
を

今月の納税

固定資産税
（第2期）

納期限は7月末日

省
略
で
き
る
．

⑤
保
証

新
潟
県
信
用
保
証
協
会

⑥
実
施
期
間

昭
和
三
十
三
年
七
月
一
日
よ
り
八

月
＋
五
日

六
、
保
証
申
込

　
保
証
の
申
込
は
直
接
本
協
会
本
・

　
支
所
に
対
し
て
行
う
外
金
融
機
関

　
を
経
由
し
て
行
う
も
の
と
す
る

七
、
申
込
先

　
保
証
協
会
麦
所
（
商
工
会
議
所
）

及
び
金
融
機
関
。

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
．

一
、
保
証
融
資
目
標
腿
二
億
五
千
万

　
円

二
、
販
扱
金
融
機
関
旺
県
内
銀
行
、

　
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組

　
合
、
商
工
中
金
、
国
民
金
融
公
庫

一
各
本
麦
店
。

［㎝
三
、
貸
付
対
象
”
県
内
の
中
小
企
榮

｝
　
者
（
法
人
を
含
む
）
但
し
遊
興
、

董
楽
そ
の
他
不
嚢
種
を
除
く

｛
四
、
資
金
使
途
睡
中
元
決
済
運
転
資

一
金

㎜
五
、
貸
付
葎

［　
0
貸
付
金
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
一
企
業
者
現
任
額
五
十
万
以
内
但

殉
”
”
囎
闘
叫
聰
翰
一
幅
脱
”
㈹
”
謡
岬
胸
ー
　
櫓
噂
”
”
膳
脚
圃
”
幅
閃
旧
”
鵬
・
膚
叩
褥
圃
課
騒

－
日
ま

　
　
　
　
　
　
　
【

国
保
健
康
家
庭
表
彰

　
　
　
　
　
　
慰
安
に
映
画

市
で
は
昭
和
三
十
二
年
度
中
に
家
庭

か
ら
一
人
の
病
人
も
出
さ
す
、
国
民

健
康
保
険
か
ら
給
付
を
受
け
な
か
っ

た
健
康
家
康
の
衷
彰
を
行
い
ま
す
．

　
今
回
表
彰
さ
れ
る
家
庭
は
三
二
二

で
、
き
た
る
七
月
二
十
五
日
松
映
映

画
舘
に
お
い
て
映
画
（
チ
ャ
ッ
キ
リ
、

東
京
の
人
さ
よ
う
な
ら
）
の
慰
安
会

を
兼
ね
て
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
表
彰
家
庭
に
は
、
そ
れ
ぐ
表
彰

状
と
、
健
康
を
祝
福
す
る
記
念
品
が

贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
ッ
て
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り

　
去
る
六
月
十
七
日
開
催
さ
れ
た
第

帽
帽
凋
』
櫓
罐
哩
一
旧
■
『
婿
唱
－
o
・
、
噂
旧
帽
．
昌
一
・
O
樽
岨
一

8
月新

潟
県
農
業
基
本
調
査

　
新
潟
県
統
計
調
査

編
に
萎
て
き

た
る
八
月
一
日
新
潟
県
農
業
基
本
調

査
が
県
内
全
農
家
に
つ
い
て
一
せ
い

に
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
本
県
の
農
家
の
状
況

や
、
田
畑
の
面
積
や
貸
借
の
状
況
塚

畜
や
農
機
具
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
、

ど
の
地
方
で
ど
の
よ
う
な
農
業
経
営

が
行
わ
れ
て
い
る
か
等
そ
の
実
態
を

璽
明
ら
か
に
し
て
本
県
農
葉
の
振
興
と

．
県
民
生
活
の
安
定
向
上
を
図
る
に
必

要
な
資
料
を
う
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
重
要
な
統
計
調
査
で
す
．

　
こ
の
調
査
の
た
め
、
来
る
八
月
一

日
に
は
県
知
事
が
委
嘱
し
た
乙
の
調

査
の
調
査
員
が
直
接
各
農
家
に
参
上

し
て
調
査
亭
項
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

お
聞
き
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

か
ら
何
卒
こ
の
調
査
に
御
協
力
下
さ

る
よ
う
お
願
い
ψ
た
し
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

二
回
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
各
常

任
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
り
改
選
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
全
委
員

が
前
回
ど
お
り
留
任
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
か
ね
て
よ
り
飛
渡

第
二
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
並
び
に

教
員
住
宅
建
築
の
讃
願
は
交
教
厚
生

委
員
会
に
お
い
て
継
続
審
査
に
付
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
委
員
長

よ
り
審
査
の
結
菓
が
報
告
さ
れ
、
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
十
四
件

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

【
総
務
財
政
委
員
】
▽
委
員
長
　
竹

内
真
▽
副
委
員
長
山
口
秀
二
▽
委

員
近
藤
雄
四
郎
塩
川
好
司
福
崎

善
衛
門
　
庭
野
清
平
　
岩
田
好
雄

【
反
教
厚
生
委
員
】
▽
委
員
長
　
小

川
勝
次
郎
▽
副
委
員
長
　
太
田
義
弘

▽
委
員
村
山
政
一
郎
阿
部
ケ
イ

大
淵
健
二
　
菅
村
吉
治
　
藤
田
春
作

【
建
設
委
員
】
▽
委
員
長
　
太
田
藤

吉
▽
副
委
員
長
丸
山
礼
治
▽
委
員

大
島
昭
三
　
樋
口
政
太
郎
野
上
政

美
庭
野
栄
作
高
橋
ジ
ュ
ン
造

尾
身
美
教

【
経
済
委
員
】
▽
委
員
長
　
柳
宗
平

▽
副
委
員
長
　
石
坂
正
隆
▽
委
員

大
島
懸
治
　
中
林
政
治
服
部
周
策

池
田
喜
好
村
山
交
平
水
落
一
郎

土木工事

　
竣
　
工

▼
六
ケ
橋
架
換
工
事
（
六
箇
）
一

　
．
五
、
O
×
四
、
五

▼
塚
原
橋
架
換
工
事
（
高
山
）
八
、

一
一
×
四
、
五

▼
池
沢
橋
架
換
工
事
（
川
学
町
）

　
六
、
二
×
一
二
、
二

▼
山
耕
出
磯
架
換
工
事
（
中
条
）

　
五
、
八
×
一
、
五

▼
第
一
神
朗
橋
架
換
工
事
（
下
条
）

八
、
五
×
四
、
五

▼
田
中
冊
側
溝
改
良
工
菖
（
十
日
町
）

五
六
、
四
×
（
O
、
三
×
O
、
二
五
）

▼
昭
和
町
二
丁
目
側
溝
改
良
工
事

（
十
日
町
）
一
一
八
、
○
×
（
O
、

一
二
〉
〈
O
、
一
二
）

▼
四
日
町
斬
田
道
路
改
良
工
事
（
中

　
冬
｝
）
　
一
六
〇
、
O
×
一
二
、
六

▼
恵
検
場
道
路
開
さ
く
工
事
（
川
治
）

　
二
五
三
、
O
×
四
、
O

▼
宇
都
宮
排
水
路
改
良
工
事
（
十
日

　
町
）
一
〇
〇
、
O
×
（
O
、
四
五

×
0
、
匹
五
）

　
着
　
工

▼
川
治
中
町
側
溝
改
良
一
二
五
M

（
O
、
三
×
O
、
四
）
竣
工
予
定
七

月
一
一
＋
日

▼
栗
の
木
四
橋
改
修
雨
橋
台
コ
ン
ク

　
リ
ー
ト
仕
立
、
竣
工
予
定
七
月
三

　
＋
一
目

▼
川
治
中
学
校
校
舎
増
築
六
×
五
間

　
及
五
×
十
二
間
（
九
月
十
五
日
竣

　
工
．
予
罵

▼
川
治
中
学
校
屋
内
体
操
場
新
築
一

〇
×
一
八
聞
（
十
月
十
五
日
竣
工
予

定
）
　
【
左
写
真
は
出
来
上
り
図
】

一46
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典
兄
作

の
き
め

病
害
虫
防
除

八七中六
　　下月月旬月　　｝　

｝
気
温
一
降
水
量
白
鹸

艀鵬灘醒講
　　【　　　38

並梢硝一
1尚　高
鷲　嵩

　・璽　　　　糎

噂

梢並　梢
少　1　少
　硝
　少

　　一　　蹴麟
谷礫霧件
九　　　の報象
日　　通に台
　　り　よの発
　　でれ三ぎ　あばカ

〃〃　絹
　　多

ー
葉
い
も
ち

【
予
想
一
現
在
発
生
㌧
て
い
る
所
・

及
び
そ
れ
に
類
似
し
た
諸
環
境
条
件

の
と
こ
ろ
、
苗
代
跡
、
裏
作
跡
で
窒

素
肥
料
を
多
施
用
し
た
り
、
弱
品
種

を
栽
培
し
た
も
の
及
び
か
ん
ば
つ
、

開
田
等
で
田
植
が
遅
れ
た
り
、
．
不
良

熾
纒
騨
穆
鰻
歎
継

講
灘
署
き

　
　
菖
　
　
　
慮
を
要
す
る
。
全

　
　
瀞
　
　
　
般
に
は
昨
年
並
の

　
　
　
を
　

　
　
轟
皿
　
　
発
生
で
あ
ろ
う
が

灘
　

難
①
気
・
・

②
管
内
発
生
状
況

中
魚
沼
六
月
二
十
一
日
十
日
町

（
高
山
）
で
ビ
ニ
ー
ル
苗
代
跡
約
三

十
坪
に
初
発
見
（
発
生
程
度
－
発
病

発
、
病
指
数
二
、
停
止

性
病
斑
）
そ
の
附
近
五
反
歩
に
散

発
。
十
日
陶
で
は
そ
の
他
ニ
カ
所
で

苗
代
及
び
残
苗
に
発
生
。

六
月
二
十
六
日
津
南
（
外
丸
）
で
ビ

ニ
ー
ル
苗
代
約
五
坪
に
ス
リ
コ
ミ
寸

前
の
状
態
で
あ
る
。
津
南
（
下
船
渡
）

で
は
ニ
カ
所
に
補
植
用
苗
、
残
苗
に

発
生
。③

水
稻
生
育
状
況

生
育
は
全
般
に
順
調
で
あ
る
が
、
一

部
に
分
け
つ
過
多
、
葉
先
の
た
れ
さ

が
り
、
か
ん
は
つ
、
深
水
等
の
地
帯

も
み
ら
れ
る
．

◎
防
除
上
考
慮
す

ぺ
き
点

①
早
期
発
見
に
つ
と
め
る
皿
絶
え
す

…
観
察
し
て
阜
期
発
見
に
つ
と
め
る
。

病
斑
が
み
え
て
き
た
ら
阜
期
に
防
除

し
て
ま
ん
延
を
防
止
す
る
。

②
追
肥
蓮
え
る
占
だ
蓮
嬰
一

控
え
て
穂
肥
の
時
期
に
施
す
の
が
よ
一

、
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

③
薬
剤
撒
布
に
よ
り
ま
ん
延
前
に
防
一

止
す
る
．
　
　
　
　
　
　
㎜

イ
、
粉
剤
を
用
い
る
場
合
∬
水
銀
、
㎜

　
銅
水
銀
各
粉
剤
は
反
当
四
百
キ
母
ヱ

茱
き
る
か
ぎ
羨
つ
け
籍
隻

　
る
。
澱
発
時
は
雨
中
撒
布
も
よ

　
い
。

ロ
、
液
剤
を
用
い
る
場
合
躍
水
銀
、
・

　
銅
水
銀
、
水
和
剤
は
十
－
十
二
匁

（
一
手
八
－
四
＋
彦
．
）
水
墾

　
剤
は
二
ー
三
錠
を
夫
々
一
斗
（
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
八
L
）
の
水
に
溶
か
し
、
水
銀
乳
・

　
剤
は
千
i
二
千
倍
に
う
す
め
て
反
一

　
当
百
四
十
ー
．
百
八
十
L
を
撒
発
す

　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
錠
剤
化
さ
れ
展
着
剤
を
含
ん
で
い

　
る
も
の
等
を
除
き
必
す
展
着
剤
を

加
用
す
る
こ
と
。

2
稲
も
ん
が

　
　
れ
病

晒
予
想
】
常
発
地
で
は
例
年
よ
り

多
目
に
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

【
根
拠
】
①
気
象
条
件
”
七
月
の

手が

先
決

「
気
湿
は
絹
局
目
で
、
あ
る
と
予
報
さ
れ

…
て
い
る
。

㎜
②
発
牛
状
況
n
魚
沼
管
内
で
は
未
発

［
生
で
あ
る
が
、
県
内
の
初
発
性
は
六

｝
月
二
十
六
日
で
、
例
年
に
比
べ
て
早

い
。

③
稲
の
生
育
状
況
“
一
般
に
田
植
が

里
く
な
り
茎
数
過
剰
も
認
め
ら
れ
る

地
帯
が
あ
る
。

◎
防
除
上
考
慮
す

　
ぺ
き
点

①
施
肥
に
つ
い
て
旺
肥
料
の
吸
収
が

よ
く
行
な
わ
れ
、
既
に
肥
む
ら
も
冤

え
始
め
て
い
る
が
、
中
間
追
肥
は
極

力
中
止
し
穂
肥
の
時
期
に
施
用
す

る
。
過
度
の
追
肥
は
病
勢
進
展
を
著

し
く
助
長
す
る
．

②
薬
剤
撒
布
“
収
穫
期
に
稗
長
の
三

分
の
一
以
上
に
病
斑
が
進
展
す
る
と

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
T
U
Z
剤

　
（
モ
ソ
ゼ
ッ
ト
水
和
剤
三
％
）
を
用

い
る
。

液
剤
は
七
ー
八
斗
（
一
三
〇
ー
一
五

〇
L
）
粉
剤
四
キ
ロ
咳
を
撒
布
す
る
。

撒
布
の
回
数
は
原
則
と
し
て
一
回
で

よ
い
。
（
多
発
の
予
想
さ
れ
る
地
域

で
は
七
月
下
旬
に
も
う
一
回
撒
布
す

る
の
が
よ
い
。
薬
剤
は
株
元
に
撒
布
㎜

す
る
．

3
イ
・
不
力
一
フ

　
　
　
バ
ェ

　
【
予
想
】
第
二
化
期
の
発
生
量
は

大
体
平
年
並
。
発
生
時
期
は
全
般
的
一

に
、
箪
目
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
【
根
拠
】
第
一
期
幼
虫
の
期
間
は
…

概
し
て
高
温
で
幼
虫
の
発
育
が
早
｝

い
．
農
試
の
圃
場
調
査
で
は
六
月
二
｝

十
五
日
に
サ
ナ
ギ
六
十
七
％
で
昨
年
『

｝
よ
り
一
週
間
早
い
と
い
っ
て
い
る
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

◎
防
除
上
考
慮
す
　
『

　
ぺ
き
諸
点
　
　
　
　
㎜

｝二
号
、
新
七
号
等
弱
い
品
種
を
対
象
■

㎜
に
し
て
防
除
を
す
る
こ
と
。

一
③
便
用
農
薬
と
撒
布
鼠
躍
デ
イ
ル
ド
．

［
リ
ン
（
粉
）
K
P
N
（
粉
）
反
当
り

＝
O
O
リ
ッ
ト
ル
（
約
六
斗
）
を
撒
一

軍
る
．

｝
　
　
　
　
　
　
ー
ー
…
…
－
i
1
：

①
防
除
時
期
に
注
意
す
る
こ
と
。
防
．
④
撒
布
回
数
“
適
期
を
確
実
に
つ
か

除
時
期
に
つ
い
て
は
よ
く
普
及
所
と
一
め
ば
一
回
で
ょ
い
が
、
二
回
撒
布
が

連
絡
を
と
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　

安
全
で
あ
る
．
こ
の
場
合
適
期
と
思

②
防
除
対
象
品
種
”
ヤ
チ
コ
ガ
ネ
、
…
わ
れ
る
頃
を
中
心
に
し
て
二
回
撒
布
．

シ
ロ
ガ
ネ
、
平
利
モ
チ
、
農
林
二
†
㎜
す
る
。
（
二
回
目
の
撒
布
は
一
回
目

絶
対

1一こ

の
五
1
七
日
後
に
す
る
）

・
尚
、
地
帯
に
ょ
っ
て
は
第
一
期
の
発

’
生
量
が
非
常
に
少
い
と
乙
ろ
が
あ
る

の
で
、
防
除
に
つ
い
て
は
よ
く
普
及
ロ

所
と
相
談
す
る
こ
と
。

止
め
よ
う

線
路
の
置

列
箪
防
害
學
件
は
昨
年
一
ヵ
年
問

新
潟
県
下
で
五
三
九
件
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
置
石
事
件
が
五
七
件

を
占
め
て
お
り
ま
す
。
叉
自
動
箪
讐

の
踏
切
障
害
は
二
四
…
件
に
上
う
て
、

お
り
ま
す
。
線
路
立
入
が
一
五
四
件
“

あ
り
ま
し
た
。

　
置
石
事
件
の
五
七
件
甲
五
四
件
が

児
童
に
よ
る
い
た
季
ら
で
す
。

「
中
魚
沼
、
十
日
町
市
」
の
管
内
で
『

も
二
件
の
置
石
拳
件
が
あ
り
ま
し
・

ω
六
月
の
気
象
経
過
は
次
の
通
り
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
千
谷
桑
園
資
料
）

羊
旬
別

ヤ
岬
蚤
匙
㌔

隻
平
、
甲
差
，
…
本
　
　
年
…
乎
第
差

　
　
　
　
　
　
降
　
雨
　
燈

　
　
　
照

五四三二一六
　　　　半月
〃〃〃1ノ旬

三〇九九九
　　　　　　　　　　　　　

二二八五四
△
三
・
二
主
・
三
五
…

　
　
　

　
○
●
＝
一
二
六
・
一

△
○
・
四
二
九
・
六
．

△
○
●
一
二

三
六
上
ハ
．

　
一
・
八
五
三
・
八
．

　　　△△

七七二六三　　　　　　　　　　　　　　　　　

〇四八六四

九六九三六ロ　　　　　　　　　　　　　　　　

九一・八四三
　
　
九
・
九

△
一
六
．
一

・
△
三
・
一

　
　
七
・
O

壬
ハ
・
八

薪
鞠
軸
鞠
鞠
鞠
亀
葡
鞠
軸
聰
軸
鞠
鞠
口
亀
亀
亀
ー
馳
眞
　
醸
馳
口
亀
ー
ー
亀
鞠
亀
暁
亀
贈
聰
鞠
麹
亀
亀
豊
塵
喧
曉
亀
隔
旨
亀
ー
ー
旨
口
濫
旨

恥
・
，
、
，
」
　
十
日
臨
婦
八
会
で
は
買
が
ト
ク
で
は
な
い
か
。

㎜
題
…
毎
旦
回
獲
学
馨
◎
誤
か
た

…
　
　
…
開
い
て
い
ま
す
。
先
月
A
　
こ
ど
も
を
買
い
も
の
に
や
る
と

㎜
話
㎜
の
遜
讐
率
餐
男
が
雀
か
差
り
・
品
の
藻

㎜
婦
㎜
繍
謬
端
瀦
雌
甥
蠣
購
励
舘
欝
啄
し

㎜
主
…
響
が
・
六
つ
の
グ
ル
B
同
じ
湯
が
店
に
ょ
っ
て
優

ゴ
…
し
ー
ブ
に
分
れ
、
日
頃
の

苦
心
や
体
験
を
話
し
あ
っ
た
中
か
ら

ゆ
く
と
気
強
く
な
っ
て
マ
ケ
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

D
　
安
い
も
の
が
あ
っ
た
ら
、
近
所

の
人
と
教
え
合
う
よ
う
に
し
て
い
る

ー
ビ
ス
し
て
い
な
い
。
も
っ
と
や
り

か
た
を
考
え
て
ほ
し
い
。

B
　
目
方
が
正
確
で
な
い
店
が
あ

る
．
と
く
に
子
供
が
買
い
に
い
っ
た

時
に
は
ひ
ど
い
。

C
　
震
料
品
店
で
．
や
っ
て
い
る
小
額

サ
ー
ビ
ス
券
は
な
く
し
た
り
す
る
の

で
無
駄
が
多
い
。
ほ
か
の
サ
ー
ビ
ス

法
を
考
え
て
ほ
し
い
。

D
　
食
料
品
店
は
も
っ
と
清
潔
に
し

て
ほ
し
い
。

◎
そ
の
催

A
　
野
菜
が
高
い
。
と
く
に
フ
リ
売

り
は
高
い
し
、
値
段
が
ま
ち
ま
ち

だ
。
野
菜
市
場
．
が
ほ
し
い
。

B
　
色
の
つ
い
た
食
品
で
傷
毒
な
も

の
が
あ
る
が
、
も
っ
と
取
締
っ
て
ほ

し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石

一
た
。
幸
い
乗
務
員
の
早
期
発
鼠
に
よ

「

…
の
㎜
も
の
の
し
か
た
を
い
も
の
が
き
て
難
．
罧
も
の
篁
と
暑
が
誘
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
E
　
必
要
な
分
量
だ
け
買
う
習
慣
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
け
る
。
品
物
に
よ
っ
て
は
近
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
希
望
を
ま
と
め
て
共
同
購
入
を
す
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
手
な
買
も
の
・
し
か
た

主
な
る
話
題
を
ひ
ろ
っ
て
み
ま
し
た

◎
現
金
買
い
と
カ
ケ
買
い

A
　
現
金
の
ほ
う
が
む
だ
す
か
い
し

な
い
で
経
済
的
だ
。

B
　
カ
ケ
に
す
る
と
余
計
の
も
の
を

買
う
て
し
ま
う
。

C
　
現
金
買
い
と
カ
ケ
買
い
で
は
店

の
サ
ー
ビ
ス
が
同
じ
だ
か
ら
、
カ
ケ

が
違
う
こ
と
が
あ
る
。
一
軒
だ
け
で
ば
安
く
な
る
．

な
く
方
々
の
店
を
見
て
一
番
安
い
店
F
　
家
に
帰
っ
た
．
ら
、
も
う
一
度
目

か
ら
買
う
．
そ
の
た
め
に
は
街
へ
出
方
を
は
か
り
な
お
し
て
み
よ
う
．

た
と
き
店
を
の
ぞ
い
て
お
く
必
要
が
1
台
所
に
ハ
カ
リ
が
ほ
し
い
。

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
商
店
へ
の
註
交

C
　
買
い
も
の
を
す
る
と
き
、
一
人
A
　
カ
ケ
買
い
の
客
に
は
・
盆
暮
に

で
は
マ
ケ
さ
せ
る
交
渉
が
で
．
き
な
い
ウ
チ
ワ
や
カ
レ
ン
ダ
ー
を
届
け
る
が

か
ら
、
隣
近
所
を
さ
そ
っ
て
多
勢
で
現
金
買
い
の
客
に
は
、
ほ
と
ん
ど
サ

り
急
停
車
を
し
て
事
故
を
未
然
に
防
㎜

ぎ
ま
し
た
。
不
幸
に
し
て
寮
故
発
生
㎜

の
場
合
は
多
数
の
人
命
が
失
わ
れ
る
…

結
果
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
㎜
夏
休
み
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
学

　
各
ご
家
庭
に
お
い
て
も
児
童
に
線
㎜
校
か
ら
先
生
か
ら
い
ろ
く
と
夏
休

路
の
立
入
や
置
石
な
ど
の
い
た
す
ら
…
み
の
す
ご
し
方
に
つ
い
て
お
は
な
し

・
の
危
険
を
理
解
さ
せ
・
列
車
防
害
を
㎜
が
あ
る
こ
と
と
お
も
い
ま
す
。
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
で
は
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
読
ん
一

防
ぐ
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
で
い
た
だ
き
た
い
四
つ
の
こ
と
を
お
い

　
　
　
　
　
（
十
日
町
警
讐
）
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
送
り
し
ま
す
。

　
き
　
ノ
ヤ
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m
　
橋
に
出
て
星
降
る
ご
と
し
登
山
宿

世界大会へ代表を

十日町原水協がら派遣

夏
休
み
の
四
つ

十
日
町
市
原
水
爆
㎜
　
　
　
　
　
木
国
…

禁
止
協
識
会
常
任
㎜
夏
休
み
は
か
ら
だ
の
ぐ
あ
い
㎜

理
箏
会
は
九
日
市
㎜
を
と
と
の
え
る
よ
い
機
会
で

綬
所
で
、
開
き
、
八
㎜
す
。

月
十
二
日
か
ら
東
㎜
　
お
子
さ
ん
の
体
を
み
な
お
し
て
み
．

東
都
で
開
か
れ
る
㎜
る
よ
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
．
平
常

世
界
大
会
に
代
表
㎜
の
隼
活
か
ら
ふ
り
か
え
’
、
て
み
た
り

五
人
を
送
る
こ
と
㎜
学
校
の
う
け
持
ち
の
先
生
の
お
話
し

に
決
め
ま
し
た
。
㎜
な
ど
か
ら
、
自
分
の
子
供
の
か
ら
だ

代
表
は
婦
人
、
政
…
は
こ
れ
で
い
い
の
か
？
と
も
う
一
ぺ

党
、
青
年
、
議
会
㎜
ん
思
い
な
お
し
て
み
て
頂
き
た
い
と

．
労
組
の
各
団
体
で
八
選
す
る
こ
と
に
…
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
長
期
の
休
み

な
り
ま
し
た
。
同
協
議
会
で
は
、
当
㎜
で
な
い
と
お
も
い
切
っ
て
直
せ
な
い

大
会
参
加
の
鷲
用
と
し
て
厚
市
民
㎜
よ
う
な
こ
と
や
、
体
の
調
子
を
無
理

一
人
十
円
運
勲
〃
を
展
開
し
て
市
民
…
な
く
と
と
の
え
る
の
に
は
、
ま
た
と

の
協
力
を
求
め
る
パ
．
と
に
な
り
ま
し
㎜
な
い
時
だ
か
ら
で
す
．
そ
し
て
新
学

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
期
に
は
調
子
の
．
①
い
体
で
元
気
で
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
板
で
き
ま
す
よ
う
に
。

清
潔

　
　
　
　
夏

な
環
境

の
健
康
を
守
る

夏
の
健
康
を
み
ん
な
の
力
で
守
り
ま
．

し
よ
う
。
そ
し
て
住
み
よ
い
十
日
町

市
を
建
設
し
ま
し
よ
う
。

■
清
潔
な
環
境
か
ら
健
康
な
習
慣
を
生

み
出
し
、
ほ
ん
と
う
に
明
る
い
住
み

ょ
い
市
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
。

一
こ
こ
で
「
夏
の
健
康
を
守
る
運
動
」
一

一
の
期
聞
を
定
め
て
一
斉
清
掃
を
各
衛

生
組
合
を
中
心
に
実
施
い
た
し
ま
し

よ
う
．

一
斉
清
掃
運
勧
期
問
は
七
月
一

ヵ
月
間
。

実
施
用
件

ー
地
域
内
組
含
で
話
合
っ
て
一
斉
清

　
掃
日
を
定
め
て
行
う
。

2
下
水
溝
の
清
掃
除
草
を
行
い
一
日

　
一
回
は
必
す
鳳
廻
り
清
掃
を
行
、

　
う
。

3
便
所
の
く
み
取
口
等
周
辺
の
防
ハ

　
エ
設
備
を
行
い
ま
し
よ
う
。

4
台
所
の
ご
み
入
箱
の
「
フ
タ
」
を

　
必
ず
備
付
け
ま
し
よ
う
．

5
家
の
廻
り
は
良
く
聡
廻
り
整
理
し

　
ま
し
よ
う
。

6
水
た
ま
り
を
な
く
し
、
木
の
下
枝
㎜
カ
を
作
る
よ
い
時
で
す
。

　
お
ろ
し
等
を
行
い
ま
し
よ
う
。
　
…
　
学
校
生
活
は
一
つ
の
大
き
な
集
団

7
道
路
、
空
地
、
公
園
、
な
ど
子
供
皿
生
活
で
す
の
で
、
お
子
さ
ん
が
自
分

　
の
遊
び
場
所
等
、
其
の
他
公
共
の
㎜
な
り
に
考
え
計
画
し
て
牛
活
を
す
る

　
場
所
は
共
間
作
藁
で
楽
し
く
清
掃
㎜
と
い
う
こ
と
に
し
（
、
あ
る
面
で
は

　
し
ま
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
㎜
大
き
な
枠
づ
け
が
あ
る
と
も
考
え
ら

8
側
溝
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
事
は
道
徳
㎜
れ
ま
す
。
学
校
が
は
じ
ま
っ
て
い
る

　
心
の
か
け
た
者
で
す
。
自
分
の
は
㎜
中
は
、
学
絞
隼
活
に
テ
ン
ポ
を
あ
わ

　
じ
で
す
か
ら
や
め
ま
し
よ
う
。
　
㎜
せ
る
た
め
に
家
庭
で
も
い
ろ
く
と

9
畜
舎
の
清
掃
、
塚
畜
の
敷
ワ
ラ
等
㎜
き
ま
り
を
作
っ
て
、
そ
の
レ
ー
ル
の

　
は
一
週
間
に
一
回
は
取
り
替
え
、
㎜
上
に
の
せ
て
あ
げ
る
こ
と
に
な
る
わ

　
家
畜
を
喜
ろ
こ
ば
せ
た
り
、
ハ
エ
㎜
け
で
す
。
夏
休
み
は
大
は
ば
に
、
お

　
を
な
く
し
た
り
し
ま
し
よ
う
。
　
…
も
い
切
っ
て
の
せ
て
子
ど
も
さ
ん
に

10
堆
肥
の
整
理
も
十
分
行
い
ハ
エ
の
㎜
子
ど
も
さ
ん
自
身
で
考
え
計
画
し
進

　
ね
じ
ろ
を
な
く
し
ま
し
よ
う
。
　
㎜
め
る
生
活
を
お
与
え
下
さ
い
．
心
に

η
清
掃
整
理
終
了
後
薬
剤
の
撒
布
を
㎜
ゆ
と
り
も
持
ち
な
が
ら
も
、
子
ど
も

　
い
た
し
ま
し
よ
う
．
　
　
　
　
　
㎜
な
り
に
自
分
で
き
ま
り
を
作
っ
て
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

12
飲
水
、
夏
の
食
品
は
十
分
注
恵
し
…
自
分
の
判
だ
ん
で
生
活
を
り
っ
ぱ
な

　
て
使
い
ま
し
よ
う
．
　
　
　
　
…
も
の
に
す
る
よ
う
な
力
を
つ
け
る
よ

以
上
を
実
施
し
病
気
を
追
出
し
皆
ん
…
い
機
会
で
す
。
自
主
的
と
か
自
律
的

な
健
康
で
明
る
い
夏
を
清
潔
に
く
ら
㎜
と
か
い
う
こ
の
頃
の
教
育
の
ね
ら
い

し
ま
し
ょ
う
。
　
（
保
険
衛
生
課
）
㎜
も
、
こ
う
し
た
時
に
飛
や
く
的
に
充

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電

1
　
　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

…
　
叱
ら
れ
て
・
叱
ら
れ
て
夏
過
ぎ
に

…
す
り

…
　
　
　
　
　
　
　
草
城
．

㎜
夏
休
み
は
自
分
で
考
え
、
自

冊
分
て
計
画
し
て
進
ん
で
や
る

の
機
会

実
さ
れ
る
も
の
と
お
も
い
ま
す
。

　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
雲
の
幡
音
た
て
で
．
貨
車
つ
な
が
り

皿
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
　
牧

夏
休
み
は
家
庭
の
馴
人
と
し

い
て
生
活
の
中
に
と
け
こ
ん

で
、
そ
の
大
切
さ
を
…
睾
ぶ
よ

い
機
会
て
す
。

　
．
夏
休
こ
そ
子
ど
も
は
反
字
通
り
の

｝
家
庭
の
一
員
と
な
る
わ
け
で
す
か

噌
ら
、
新
た
な
眼
で
日
常
生
活
を
育
て

て
あ
げ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
。
「
お
父
さ
ん
、
あ
つ
い
の
に
お

ー
し
δ
と
δ
〈
ろ
う
さ
ん
」
「
お
母
さ

ん
、
な
ん
て
い
そ
が
し
い
ん
で
し
よ

う
」
な
ど
と
い
う
気
持
は
，
休
み
に

な
っ
て
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
て
く
る

こ
と
で
し
よ
う
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
「
ぼ
ぐ
は
朝
お

がつζう

　
「
ど
ん
な
点
に
谷
が
あ
り
、
ど
ん
な

と
こ
ろ
が
伸
び
て
い
た
だ
ろ
う
？
」

と
子
供
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
や
っ
一

て
下
さ
い
。
で
き
う
れ
ば
休
み
に
入
一

｝
る
前
に
学
校
の
う
け
持
の
先
生
か
ら
、

『
お
話
し
を
う
け
た
ま
わ
っ
て
、
は
．

一
き
り
と
学
絞
で
の
よ
う
す
な
ど
を
き
．

『
い
て
お
け
れ
ぱ
何
よ
り
で
す
。
し
か

し
ザ
．
ひ
と
も
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
㎝

お
こ
ご
と
は
や
め
て
下
さ
い
…
…
と

葱
こ
と
芋
．
す
ん
で
し
ま
這

蓬
費
禦
わ
る
か
だ
だ
の
国

募
で
き
な
い
な
ど
と
い
建
と
こ

｝ろ
で
は
じ
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ

た
小
言
を
休
み
の
は
じ
め
に
ガ
ミ
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早

ミ
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
せ
い
ぜ
い
子

供
さ
ん
は
お
も
6
、
る
し
い
こ
れ
か
ら
・

一
の
長
い
休
み
を
灰
色
の
も
の
と
し
て

感
じ
、
う
ら
め
し
く
お
も
う
の
が
せ

瀦
山
手
。
む
し
ろ
、
算
数
の
ど
乙
一

…
が
わ
る
か
っ
た
の
か
、
そ
の
ま
ず
か
・

っ
た
個
所
を
具
体
的
に
お
き
き
に
な
．

き
た
ら
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
だ

ろ
う
？
ど
ん
な
ふ
う
に
し
た
ら
い
い

の
だ
ろ
う
？
」
な
ど
と
家
庭
生
活
に
・

お
け
る
自
分
の
位
置
を
こ
ど
も
な
り
、

に
、
は
っ
き
り
と
知
る
よ
い
機
会
で
・

も
あ
る
わ
け
で
し
よ
う
。
又
一
家
そ

ろ
っ
て
の
暑
さ
の
中
の
牛
活
や
、
．
夕

涼
み
の
中
の
牛
活
や
、
お
仕
事
お
て

つ
だ
い
の
牛
活
の
中
、
兄
弟
と
の
生
．

活
の
中
等
か
ら
数
多
く
の
も
の
を
学

び
と
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
ー

し
た
時
に
お
塚
の
方
々
か
ら
、
そ
の

御
家
庭
に
即
し
た
親
と
し
て
の
指
導

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
　
×
　
　
　
　
X
　
　
　
　
×

　
一
握
の
わ
が
影
は
ご
ぶ
道
炎
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
城

夏
休
み
は
学
校
生
活
を
整
理

し
、
お
ぎ
な
い
、
拡
げ
る
よ

い
時
で
す
。

　
一
学
期
を
ふ
り
か
え
，
て
み
て

講
姦
．

　
　
　
　
　
　
　
魎
σ

ヘ
ノ鱗

　
っ
て
「
毎
臼
少
し
．
つ
つ
と
り
か
え
そ

う
ね
！
」
と
い
っ
て
、
子
供
さ
ん
の
計

圃
に
も
り
こ
む
よ
う
、
し
さ
を
与
え
一

る
と
共
に
「
お
前
は
き
っ
と
出
来
る

ん
だ
か
ら
」
と
け
げ
ま
し
の
言
葉
を
、

与
え
て
や
る
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
効

果
が
あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た

学
校
牛
活
を
ひ
ろ
げ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
昆
虫
の
と
こ
ろ
を
習

う
た
が
採
集
し
て
い
る
時
間
が
少
な

か
っ
た
の
で
、
こ
の
休
み
を
利
用
し

て
や
っ
て
み
よ
う
と
か
、
偉
人
の
伝

記
を
読
ん
で
み
ょ
う
と
思
っ
て
い
た

の
だ
が
、
ち
ょ
う
ど
休
み
に
な
っ

た
の
で
う
ん
と
読
ん
で
み
よ
う
…
…

等
と
こ
う
し
た
休
み
で
な
け
れ
ば
と

う
て
い
出
来
そ
う
も
な
い
時
間
と
、

場
所
と
材
料
の
得
ら
れ
る
時
に
や
っ

て
頂
く
こ
と
で
す
．
夏
休
み
ぼ
ど
子

冒
供
に
よ
っ
て
ち
が
う
生
活
、
子
供
ら

し
い
牛
活
は
な
い
と
お
も
い
ま
す
。

　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

次
郎
よ

　
先
生
は
き
よ
う
日
直
だ
．
運
動
場

の
す
み
で
日
ま
わ
り
が
デ
ッ
カ
イ
花

を
も
た
げ
て
い
る
ぞ
。
君
た
ち
の
グ

』
ル
ー
プ
の
植
え
た
日
ま
わ
り
だ
．
君

の
う
ち
に
は
牛
が
い
る
ん
で
、
、
草
か

り
が
大
変
だ
ろ
う
。
カ
マ
で
指
を
切

る
な
よ
。
君
は
ち
よ
っ
と
あ
わ
て
ん

ぽ
う
だ
か
ら
な
、
心
配
だ
．

　
用
水
池
の
研
究
は
す
す
ん
で
い
る

か
い
．
先
生
も
少
し
し
ら
べ
た
か
ら

教
え
て
あ
げ
た
い
こ
と
が
あ
る
．
タ

方
で
も
塚
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
カ
キ

江
た
ち
も
い
う
し
よ
に
来
る
と
い
い

な
あ
。

　
と
な
り
の
ヨ
シ
江
の
う
ち
の
お
か

一
あ
さ
ん
の
様
子
は
ど
う
だ
ろ
う
。
先

生
も
た
す
ね
る
つ
も
り
だ
け
れ
ど
も

君
も
時
女
み
わ
っ
て
ほ
し
い
。
水
く

み
な
ん
か
も
手
つ
だ
っ
て
や
れ
よ
。

あ
す
こ
は
み
手
が
少
な
い
か
ら
な
。

さ
あ
先
生
は
こ
れ
か
ら
本
を
読
む
ん

だ
。
さ
よ
う
な
ら
。

　
ー
－
◆
了

郡市青年学級生
水沢村で

く
魯

7月22日

開
　
　
㎜

会、
大
　
一

水
沢
村
、
水
沢
小
学
校

に
お
い
て
、
第
二
回
青
年

学
級
生
大
会
が
開
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
は
じ
め
に
、
各
南
凹
村

青
俸
学
級
の
実
状
発
表
が
あ
り
、
つ

づ
い
て
分
科
会
に
分
れ
て
・
学
級
運

営
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
意
顔
発
表

と
話
し
あ
い
が
行
わ
れ
る
。

　
午
後
は
、
内
容
別
分
科
会
で
、
農

業
、
習
字
、
生
活
研
究
、
家
串
、
広

報
活
動
の
各
部
門
毎
に
、
実
況
を
発

表
し
あ
い
、
ど
う
し
t
ら
学
級
を
よ

く
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
考
え
る
。
主
催
者
側
で

は
多
数
の
胃
年
学
級
生
の
参
加
を
望

ん
一
で
い
る
。
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